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北海道大学留学生:センター紀要 第10号 (2006) [研究論文]

宣撫班本部編『司本語曾話譲本」の文献学的考察・その2

一南満洲教育会編纂教科書との比較を通して一

中村重穂

要 回
目

小論は、『日本語舎話譲本~ (以下 F讃本.1)と南満:トj教育会教科書編

輯音11編纂教科書→との比較を通して、その参照元となった教科書を推定し、

併せて「読本」の性格を再考しようとしたものである。比較考察の結果、

!F ~i資本」は南満洲教育会の仮名遣い法に則って編纂されたものであり、

中国語対訳の存在、構成、符号の使い方等から南満洲教育会編纂教科書

のうち『速成日本語該本(と)が参照元として推定された。また、こ

の対照から『譲本」の性格として、 1)宣撫工作(特に従軍宣撫)に対

応する“速成"教科書であること、 2)先行中国語教科書を借用・改変

することにより敵方の言語の教科書の枠組みを借りるという“皮肉な"

性格をもつこと、 3)この二つの流れを統ーできなかったため、後に視

覚的プロパガンダの道具という性格が打ちょ討されてくること、の三つを

提示した。最後に、今後の課題として、宣撫班の教科書編纂方針の再考、

作成構想、に於ける r速成日本語讃本」の関わり方の考察、 i也の

先行教科書との対照研究の必要性の三つを挙げた。

〔キーワード〕宣撫班、「日本語舎話語本」、南i前i丹|教育会教科書編輯部、

『速成日本語譲ヨド」、宣撫工作としての日本語教育

1. はじめに

『日本語舎話讃本」は、日中戦争期華北占領地に於いて宣撫工作を担っ

た大日本軍宣撫班(以下宣撫班と略)が、その工作の一環として日本語教

育を行うべく編纂した教科書である。小論は、これまで問中 (2003)、中

村 (2002a /2002 b 12004)が取り組んできたこの教科書二の成立過程の継続

的探究の試みとして、中村 (2002a /ノ2002b)で指摘した、 r日本語曾話誼

本』と南満洲鉄道株式会社(以下満鉄と略)に繋がりを持つ教科書との関

連性を考察し、さらにその雛形となった教科書を推定することを通してf臼
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本語舎話讃本J という教科書の性格を再考しようとするものである O

以下、小論での引用の史料中の旧漢字・!日仮名遣いは漢字のみ新漢字と

した。また、小論での「中国J は、旧中華民国を指すものである O

2. 方法

小論に於いて、 F日本語会話読本JJ (以下『読本』と略)と満鉄に繋がり

を持つ教科書との関連性を考察する|奈の指針とするのは、 1924(大正13)

年南満洲教育会教科書編輯部編纂発行の F公学堂普通学堂教科書用、仮名

遣・送り仮名法 附句読法・分間書き方~ (以下『送り仮名法』と略、小

論では1927(昭和2)年版を使用)である。この『送り仮名法』は、 1922(大

正11)年の関東州と満鉄の教科書編輯体制一元化に伴って、以後の教科書

作成のガイドラインとして編纂されたことが推定される。この r送り仮名

法」が示す表記法が F読本巻ー」及び「読本巻二j (以下「巻一」、「巻

二」と略)のそれと一致すれば、 r読本JJ，ま F送り仮名法」またはそれに則っ

て編纂された教科書ーに基づいて作成されたことになり、 r読本」の作成過

程解明に大きな手掛かりが得られることとなる O

そこで、以ドでは、まず、了送り仮名法」の特に仮名遣い法を概観し、そ

の上で『読本」の仮名遣いとの一致を検討していくこととする O ここで特

に仮名遣い法に焦点を当てる理由は、「読本」の特徴が表音式仮名遣いの

採用であるからであり、この点で両者の一致を見れば編纂方針に於ける影

響関係が明らかになると考える故である O 但し、小論では r読本』諸版中、

初版(東京都立中央図書館特別文庫室実藤文庫蔵)のみを採り上げる O こ

れは、第三版(第二版は未発見)以降の瓶で「巻二」初版第28諜「訊問」

が削除されていること及び、中村 (2004)で示したように、第三版以降『読

本」の特徴である表音式仮名遣いが崩れていることによる O

3. r 送り仮名法』と『読本」仮名遣いの対照

3.1 r 送り仮名法」の仮名遣い法概観

本節では、対照の前提要件として「送り仮名法」冒頭の「公学堂普通学

堂教科書仮名遣法Jの「第一 初等科用国語・字音仮名遣法」に掲げられ

ている諸規則をまず挙げるO この「公学堂普通学堂教科書仮名遣法」には、

さらに「第二 高等科舟字音仮名遣法」が続くが、「高等科では歴史的仮

名遣法を用ひる」とあるため、本部ではこれは採り上げない。また、各規
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則に付されている例も省略する。規則の後ろに付した番号は、後述の『読

本』の仮名遣い検討の際に、それらの分類に用いるために筆者が付けたも

のである。但し、劫音については「表音式」仮名遣いに関わるものでなく

むしろ表記の問題で、あること及び『読本』には誤植が多いことから、検討

項目から外した。また、f足音も、細書については誤植が多いため、「表音式」

仮名遣いに関わる部分のみ指摘することとした。

0初等科用国語・字音仮名遣法

一、短音

(ー)rひJ (転呼音)rゐ」は「しりと書く O …① 

(二)rふJ (転呼音)は「う」と書く。 …② 

(三)rへJ (転呼音)rゑJ は「え」と書く。…③
(山)rほJ (転呼音)rふJ (向上)rを」は「お」と書く。…④

(五)rくわJ rぐわ」は「かJ rが」と書く。…⑤

(六)rぢ」は「じJ と書く O …⑥ 

(七) Iづ」は「ずJ と書く。…⑦

(八) IはJ (転呼音)は「わ」と書く。…③

二、長音

(一)阿列の長音は阿列の仮名に「あ」を添えて表す。…⑨

伊列の長音は伊列の仮名に「い」を添えて表す。…⑩

(三)字列の長音は宇列の仮名に「う」を添えて表す。…⑬

(四)衣列の長音は、国語は衣列の仮名に「え」を添えて表し、字音は「い」

を添えて表す。…⑫

(五)於列の長音は於列の仮名に「おJ を添えて表す。…⑬

二之、持音

持音は伊列の仮名の右1RIJTに「やJ rゆJ rよ」を細書して表す。

閉、掲長音

扱!長音は掲音の仮名を用い、長音の表記法に従って次の知く書き表す。

→扮j音「きゃ/ぎや/しゃ/じゃ/ちゃ/にや/ひや/びゃ/びゃ/

みや/りや」の後ろに「あ/お/う」を付けて表記しである。…⑬

五、促音

促音は「つ」を用い、これを右側下に細書して表す。…⑮

以上が「初等科用国語・字音仮名遣法」の規則である O 次節では、これら

が T読本』でも用いられているかどうか検討していくことにする O
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3.2 i'読本J の仮名遣いの『送fJf&名法』との対照について

本節では、 f読本J の仮名遣いと F送り仮名法」に掲げられた前節①~

⑬までの仮名遣い規則との対応を見ていくこととする O 後掲の表1に於い

て、『読本」の表音式仮名遣い(ルビも含む)を抽出し、その本来の仮名

遣い(歴史的仮名遣い)を併記した上で、さらにその仮名遣いの変換が①

~⑮のどの規則に対応するかを付記していく。

例えば、「コンニチワ〔コンニチハ:③JJは、「ハ」→「ワJのように
歴史的仮名遣いが表音式仮名遣いに変換され、その変換が規則③に則った

ものであることを示す。また、 Aつの語柔の中で二笛所(以上)で変換が

為されている場合は、それぞれの鮪所を「・」で区窃り、規則の番号を}II買

に併記することにした。例えば、「ヨオチエン〔エウチ・ヱン:⑬・③JJ
は、「エウJ →「ヨオ」と「ヱン」→「エン」の二つの変換が、それぞ、れ

規則⑬と③に則って行われたことを示す。

なお、誤植の(と判断される)場合はその旨注記し、本来書かれるべき

であった表音式仮名遣いを併記する O 例えば、「マヅイ[(誤)→マズイ:

⑦JJは、「マヅイ」が誤棟であり、表音式仮名遣いであれば規則⑦に則っ
て「マズイ」と書かれるべきものであったことを示す。また、同一語義が

複数回現れる場合には、初出笛所の例のみを挙げた。

表Iの対応を見る限り、 F読本』の仮名遣いは、基本的には『送り仮名法J

の諸規則に則って行われていることが明らかである O しかし、上で「蒸本

的には」と注記したように、『読本」の仮名遣いの中で(単発の誤植を除き)、

一貫した誤記があることも明らかになった。それは、規則⑦(，ヅ」→「スJ)

が破られていることである O 具体的には、初出箇所だけで「巻一」では「マ

ヅイ J (28課)、「ミヅJ (29諜)、「頭痛(ヅツウ)J (39課)、「杯(サカヅキ)J

(44課)が、「巻二」では「築(キヅ)カレルJ (l課)、「埋(ウヅマ) )レ」

(19課)、「続(ツヅ)クJ (33課)、「手続(テツヅ)キJ (40課)が挙げら

れ、特に両巻に複数1m現れる「水」は全て「ミヅ」と歴史的仮名遣いのま

まとなっている o (他方では、元々「ズ」のままでよいものが「ヅ」と誤

記されている例が、「巻二」に 2開(，ヅボンJ (12課)、「上手(ジョオヅ)J

(14課))あるが、これらは単発の誤植と見てよいであろう。)

以上が、「読本」と F送り仮名法」との{反名遣いの対照結果であり、次

章からはこれらの結果を基に考察を行う。
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r読本巻~.J

コンニチワ(コンニチハ:③〕

ニオイ〔ニホ・ヒ:④・①〕、チョオ〔テフ:⑬〕、イマス(補助動詞) Cヰマ

ス:①〕、ヒコオキ〔ヒカウキ:⑬〕

ワ(主題) Cハ:③〕

ワ(対比・対照) Cハ:③〕

エン〔ヱン:③〕、デワ

チガウ〔チガフ:②〕

表読本J仮名遣いの『送り仮名法」との対応一覧

応対のし、遺名{反Z果

1 

2 

『
υ
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-Rυ
一
ハ

b
一

m
i

一Q
O

9 

10 

11 オハヨオ〔オハヤウ:⑬〕、ユウベ〔ユフベ:②〕、

〔ケフ:⑭〕、キノオ〔キノフ:④〕

モオシマス〔マウシマス:⑬〕、ヒャクショオ〔ヒャクシャウ:⑬〕

L黒公著(ケンコオショ)(ケンコウショ:⑬〕、商売(ショウパイ)C (誤)→ショ

オパイ:⑬〕

学校(ガッコオ) Cガク・カウ:⑮・⑬〕、幼稚園(ヨオチエン) Cエウチ・ヱ

ン:⑬・③〕、小学校(ショオガッコオ) Cセウ・ガク・カウ:⑬・⑬・⑬〕

12 

13 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 ! 

231料理(リョオリ) Cレウリ:⑪〕、キライ〔キラヒ:①〕

241 -ヨオ〔ヤウ:⑬〕、病気(ピョオキ) Cピャウキ

251 急行(キュウコオ) Cキフ・カウ:⑬・⑬〕、食堂車(ショクドオシャ) Cショ

クダウシャ:⑬〕

261兄弟(キョオダイ) Cキャウダイ

トオト) Cオトウト

271使イマス〔ツカヒマス:①〕、返(カエ)シテ〔カヘシテ

14 

〔サヤウナラ:⑬〕一フナオヨサ
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281用意(ヨオイ) (ヨウイ:⑬〕、マヅイ((誤)→マス、イ:⑦〕

291水(ミヅ)((誤)→ミズ:⑦〕、ヲ((誤)→オ:④〕、楊子(ヨオジ)[ヤウジ:⑬〕

301ーデショウカ((誤)→ーデショオカ

311 -

321今日(キョオ) (ケフ:⑪〕

331オ祖父(ジイ)サン〔オヂイサン:⑤〕、ソオデス〔サウデス

オフク) (ヤウフク:⑬〕

341電(ヒョオ) [ヒョウ:⑪〕

351向イ〔ムカヒ

3611苦(オ)リマス(本動詞) (ヲリマス:④〕、何イマス〔ウカガヒマス①〕、居

(オ)リマス(補助動詞) (ヲリマス:④〕

i子!aJ(子手75i;;主主;逼i者(7ヲ三子)(ヂヲヨぶ;画工一記云己士一千弘己
ウチャ:⑬〕

381オ思イ遠イ〔オオモヒ・チガヒ

391 頭痛(ヅツウ) ((誤)→ズツウ:⑦〕

40 I太陽(タイヨオ) (タイヤウ:⑬〕

41 

421 -

451明朝(ミョオチョオ) (ミャウ・テウ:⑭・⑪〕、参(マイ)リマス〔マヰリマ

ス:①〕、停車場(テイシャジョオ)(テイシャヂャウ:⑪〕、入場券(ニュウジョ

オケン) (ニフ・ヂヤウケン:⑬・⑬〕

461模様(モヨオ) (モヤウ:⑬〕、流行(リュウコオ) (リウ・カウ:⑬・⑬〕、地

味(ジミ) [ヂミ:⑥〕

471習慣(シュウカン) (シフ・クワン:⑪・⑤〕

481 -

491オ変(カワ)リ〔オカハリ:③〕、丈夫(ジョオブ) (ヂ・ヤウブ:⑥・⑬〕

50 I銀行(ギンコオ) (ギンカウ:⑬〕、スヂ向イ((誤)→スジ向イ:⑤〕、領事館
(リョオジカン) (リャウジ・クワン:⑪・⑤〕

『読本巻二J

1 1王道(オオドオ) (ワウ・ダウ:⑬・ @J、築(キヅ)カレル((誤)→キズカレ

ル:⑦〕、愉快(ユカイ) (ユクワイ:⑤〕

2 1 日曜日(ヨオピ) (エウピ:⑬〕、会社(カイシャ) (クワイシャ-⑤〕、ガ(ホオ)

〔ハウ-⑬〕、多(オオ)イ〔オホイ:④〕

3 1 住所(ジュウショ) (ヂュウショ:⑥〕
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4 11日友(キュウユウ)[キウ・イウ:⑬・⑪〕、前(マエ)[マヘ:③〕、以上(イジョ

オ) [イジャウ:⑬〕、満洲(マンシュウ) [マンシウ:⑪〕

、活動(カツドオ) [クワツ・ドウ:③・⑬〕

6 I合ウ(アフ.
7 I郵便局(ユウビンキョク)[イウピンキョク:⑪〕、通(トオ)リ〔トホリ:④〕、

左側(ヒダリガワ) [ヒダリガハ:③〕、小為等(コガワセ) [コガハセ.③〕、

取扱イ〔トリアツカヒ

8 I佐藤(サトオ) [サトウ:⑬〕、オ帰(カエ)リ〔オカヘリ:③〕、交換手(コオ

カンシュ)

9 I 

10 I 適当(テキトオ) [テキタウ:⑬〕、位(クライ) [クラヰ:①〕、御入要(ゴイ

リヨオ) [ゴイリエウ:⑬〕、丁度(チョオド) [チャウド:⑭〕、 ドオカ〔ド

、御面倒(ゴメンドオ) [ゴメンダウ:⑬〕

献立去(コンダテヒョオ) [コンダテヘウ:⑬〕

{反縫イ〔カリヌヒ:①〕、ヅボン[(誤)→ズボン:⑦〕、 t衣(ウワギ) [ウハ
ギ:③〕、直(ナオ)シマス〔ナホシマス:④〕、入念(ニュウネン)[ニフネン:

⑬〕、切地(キレヂ) [(誤)→キレジ:⑥〕

公園(コオエン)[コウ・ヱン:⑬・③〕、郊外(コオガイ)[カウ・グワイ:⑬・

⑤〕、遠(トオ)イ〔トホイ:④〕、オカシナ〔ヲカシナ:④〕

育イマシタ〔ナラヒマシタ:①〕、上手(ジョオ・ヅ)[ジャウ・(誤)→ズ:⑬〕、

勉強(ペンキョオ) [ペンキャウ

青空(アオゾラ)[アヲゾラ.④〕、声(コエ)[コヱ:③〕、開放(カイホオ)[カ

イハウ:⑬〕、歌(ウタ)ウ〔ウタフ:②〕、気候(キコオ) [キコウ:⑬〕、春夏

秋冬(シュンカシュウトオ) [シュンカシウ・トウ:⑪・⑬〕

公会堂(コオカイドオ)[コウ・クワイ・ダウ:⑬・③・⑬〕、往復(オオフク)

〔ワウフク:⑬〕、承知(ショオチ) [ショウチ:⑪〕

銭湯(セントオ) [センタウ:⑬〕

入院(ニュウイン)[ニブ・ヰン:⑪・①)、王(オオ)[ワウ:⑬〕、病院(ピヨ

オイン)[ピャウ・ヰン:⑬・①〕、胃(イ)[ヰ:①〕、道理(ドオリ)(ダウ 1)

、問(アイダ) [アヒダ:①〕、オ見舞イ〔オミマヒ:①〕、何号室(ナンゴ

21 I一
云一行記忍jZ瓦{手予:LrJジミ子斗三)[云ラヨ .y干語:ザヲ;言語-
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231オ芽出!支(メデト)オ〔オメデタウ:⑬〕、旧年(キュウネン)[キウネン:⑪〕、

相変(アイカワ)ラズ〔アヒ・カハラズ:①・③〕、廻(マワ)ラネパ〔マハラ

、年賀状(ネンガジョオ) [ネンガジャウ:⑬〕

241紹介状(ショオカイジョオ) [セウカイ・ジャウ:⑬・⑪〕、農村(ノオソン)

〔ノウソン:⑬〕、調査(チョオサ)[テウサ⑬〕、出張(シュッチョオ)[シユツ

チャウ:⑬〕、研究(ケンキュウ)[ケンキウ:⑪〕、会ワレタラ〔アハレタラ:

③〕

251掃除(ソオジ) [サウ・ヂ:⑬・⑥〕、具合(グアイ) [グアヒ:①〕、言イナサ

イ〔イヒナサイ.①〕

26 

281白状(ハクジョオ) [ハクジャウ:⑬〕、拷問(ゴオモン) [ガウモン:⑬〕、

食ウ〔クフ:②〕

i 運動(ウンドオ)[ウンドウ:⑬〕、野球(ヤキュウ)[ヤキウ:⑬〕、乗馬(ジョ
291 iオパ) [ジヨウパ:⑪〕、万能(パンノオ) [パンノウ・⑬〕
301急用(キュウヨオ)[キフ・ヨウ:⑬・⑬〕、伴奏(パンソオ)[パンソウ:⑬〕

31 1能(ノオ)[ノウ:⑬〕、光(コオ)[クワウ:⑬〕、議聴(キンチョオ)[キンチャ

ウ:⑬〕、独唱(ドクショオ)[ドクシャウ:⑬〕、余興(ヨキョオ)[ヨキョウ:

⑪〕

321主張(シュチョオ) [シュチヤウ:⑪〕

331商業問答(ショオギョオモンドオ)[シャウ・ゲフ・モンダフ:⑪・⑬・⑬〕、

当分(トオブン) [タウブン:⑬〕、儲(モオ)ケル〔マウケル:⑬〕、統(ツヅ)

ク[(誤)→ツズク・

34 I 

351毛皮(ケガワ) [ケガハ:③〕、正札(ショオフダ) [シャウフ夕、:⑬〕

361 -

371詳報(ショオホオ)[シャウ・ホウ:⑪・⑬〕、一向(イッコオ)[イッカウ⑬〕、

情勢(ジョオセイ) [ジャウセイ:⑪〕、広告(コオコク) [クワウコク

381事情(ジジョオ) [ジジャウ:⑬〕、詳(クワ)シイ〔クハシイ:③〕、観光(カ

ンコオ) [クワン・クワウ:⑤・

391 流行歌(リュウコオカ) [リウ・カウカ:⑬・⑬〕、ラジオ〔ラヂオ:⑥〕、放

送(ホオソオハウ・ソウ:⑬・⑬〕
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401 手続(テツヅ)キ[(誤)→テツズキ:⑦〕、申込用紙(モオシコミヨオシ) [マ

ウシコミ・ヨウシ:⑬・⑬〕、所要事項(ショヨオジコオ) [ショエウ・ジカ

ウ:⑬・⑬〕、記入(キニュウ) [キニフ:⑬〕、入会(ニユウカイ) [ニフ・ク

ワイ:⑭・⑤〕、添エテ〔ソヱテ:③〕、保証(ホショオ) [ホショウ:⑪〕、教

室(キョオシツ) [ケウシツ:⑪〕

41TJ語)JxA:(江jlJ4iZXJf-tl-干石毛ーネヌ三76Iti詰己子両万一一{云る己
ン:⑬〕

五「言語lヲ予記[ヲ"Ifrj:通〕;ttbil三平元)[7-1ヲ忌:@]，一子五万記)[7 
クハウリ:③〕

431 億空((誤)→億劫)(オククウ) [オククフ:②〕、夫(オット) [ヲット:④〕

441上(ウエ)[ウヘ:③〕、大(オオ)キイ〔オホキイ:④〕、嬢(ジョオ)[ジャウ:

⑬〕

451採用(サイヨオ) [サイヨウ:⑬〕、楊(ヨオ) [ヤウ:⑬〕、初級(ショキュウ)

〔ショキフ:⑪〕、卒業(ソツギョオ) [ソツゲフ:⑪〕

461電燈(デントオ) [デントウ:⑬〕、宴会(エンカイ) [エンクワイ:⑤〕、自動

車(ジドオシャ) [ジドウシャ:⑬〕、要人(ヨオジン) [エウジン:⑬〕

471関係上(カンケイジョオ) [クワンケイ・ジャウ:③・⑭〕

481浪速(ナニワ)[ナニハ:③〕、イウ[(誤)→ユウ:⑪〕、評判(ヒョオパン)[ヒャ

ウパン:⑪〕、香(コオ)ノ物〔カウノモノ:⑬〕

L百九五Jiit(-:C;fジ三-JfIJB-;ージヨ:@.⑬工 1長{ギ1})一ゅ 1):る'J.一語一(1::三￥了
〔ヘウ:⑭〕、鳥類(チョオルイ) [テウルイ:⑪〕、揃エテ〔ソロヘテ:③〕

501修繕(シュウゼン) [シウゼン:⑪〕、天井(テンジョオ) [テンジャウ:⑪〕、

塗リカエテ〔ヌリカヘテ:③〕、来給エ〔キタマへ:③〕、払ウ〔ハラフ:②〕

4. 考察(1)ー仮名遣いの対応かうの知晃一
前章の対照結果からは、次のようなことが推定される O

まず、『読本』の執筆者が F送り仮名法』を実見して『読本」を執筆し

た可能性は薄いということである。「送り仮名法Jの諸規則を実際に読み、

参照しながら「読本J を書いたのであれば、規則⑦だけが破られるという

事態は起こりょうがない。しかし、他の諸規則については、前述の通り『送

り仮名法』に準拠していることから、『読本』は、「送り仮名法』に則って

書かれた南満洲教育会(またはその後身の在満日本教育会)教科書編輯部

編纂教科書を参照して書かれたと考えられる。

しかも、この、規則⑦だけが『読本」両巻で破られているという特触は、

『読本」両;巻が一人の執筆者の手によって作られた可能性を示唆する o 1笥

巻にわたってこの破格が生じているということは、執筆者が、この破格を
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破格と認識せずに両巻を執筆したことを示すものであり、仮に複数の執筆

者が存在したとしても、 rt完本』の構想・執筆を主導した人物がいたとも

考えられる O いずれにせよ、『読本』の碁本構想、は一人の人間によって作

られ、それが徹底されたということが推定される O

ただ、規則⑦のみが破られた理由については、その理由を全く推定でき

ない。これのみを独立して別扱いする音声学的な理由も見あたらず、現段

階では執筆者の完全な誤認や思い込みによると考える他はない。

とは言え、そのような破格を残しつつも、既に述べたように;

『読み'Jlの仮名遣いが r送り仮名法J に則って行われていること

@規則⑦の破格により、 F送り仮名法J 自体ではなく南満洲教育会(また

は在i前日本教育会)教科書編輯部の教科書を参照して作られたこと

!r読本』が一人の執筆者(または統括編集者)によって作られたこと1)

は、表 1 から窺える本意の nH~的知見として提示しておきたい。

そこで、次章では、 r読本」が南満洲教育会(または在i前日本教育会)

教科書二編輯部の教科書を参関して作られたとするならばその教科書は一体

何か、という開題に解答を与えることを試みたい。

5. 考察(回一参照元教科書の推定一

5.1 r読本」と南満洲教青会教科書編輯部編纂教科書との詑較対照

参照元の教科書Aの探究に入る前に、 r読本Jl (初瓶)の主たる特徴、及び

先行研究で推定されたことをあらためて確認しておくことにする O

a i巻…J i巻二Jの二巻からなる。

b.表記はカタカナ漢字交じりである。

C. 表音式仮名遣いを採用している O 但し、長音記号は使用していないo

d.各ページ上下二段組でト干支に中国語対訳付きである O

e.各課とも会話形式である。

f.各課末尾に練習用の語棄が付いているo

g.挿し絵はない。

h.現代的な意味で、のシラパスは場面または話題シラパスであり、文法項

目の配列の系統性はなく、文法シラパスとは見なせない。

1. 丈法項目は、現代的な観点から見て殆ど初級の範囲である O

J. 本文の丸暗記を学習法として指示・推奨している。

k. 持鉄系の宣撫官によって1937(昭和12)年12月14日以降1938(昭和13
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年3月初日(あるいは遅くとも 1939(昭和14)年7月9日)までの聞に

執筆・刊行されたと推定される o [中村イ2004)J

l.前述の丸暗記式学習法や「巻二J 第28謀「訊問」の内容から何らかの

中国語教科書も参照したものと推定される。 [1+1村 (2002b) J 

ill. 上位者から n立者への指示・命令とそれに対すがお答の会話を含む
「権力関係」の維持と「同化」を目的としていると推定される o [中

村 (2002a ) J 

このような特徴を備えた r読本』をI者満洲教育会(または在満日本教育会)

教科書編報部の教科書と比較するにあたり、後者の資料として竹中憲一編

(2002) !iT満州」植民地日本語教科書集成~ (緑謹書房)に収載・復刻さ

れた教科書を使用することとする O これは、当時の現物の参看が板度に国

難であること、 j二記資料が相当数の南満ìHI教育会教科蓄;を~又載しているこ

とに依るが、同時に、竹中も述べているように未発見・未収載の教科書が

存在する可能性も考えられる O 従って、以下の考察はなお暫定的なもので

あり、新たな史料の発見によって修正され、あるいは否定される可能性も

あることをあらかじめ断っておきたい。

さらに、もう一つの問題として、 F読本」と南満洲教育会の教科書との

比較対照が教授法の領域には立ち入ることができないという市iJ約を挙げて

おく。これは、南満洲教育会や 'iil青山!国J政府の掲げる日本語教育が、そ

の実態はともかく、基本方針(ニ建前)として直按i去による教授を掲げて

いたことに依る O 教授法の観点から見れば、 h、jのような特徴を持つ r読

本」と、直接法に立腕lする南満洲教育会の教科書との間の懸摘は論じるま

でもない。従って、本章での比較考察も、 h、 jを比較の項目から除外せ

ざるを得ないことを併せて断っておく。

その上で、対象となる教科書を絞り込むと、先のkの推定ェ1939(昭和

14)年7月8日以前に刊行されたものとして、竹中 (2002) の中で該当する

南満洲教育会(または在満日本教育会)教科書編輯部編纂教科書(教師f目

指導書類を1;余く)は全部で9種43冊ある O そして、これらの仁flから k以外

の前記の諸特徴を多く含むものを探していくと、 b、 C、d、f、 l及び、

部分的にa、eを含み、しかも体裁が意外なほど酷似しているものが一つ

だけ浮かび上がる。それは、南満洲教育会教科書編輯部(1933) !'速成日

本語読本(上巻)~である(竹中 (2002) 収載のものは第三瓶で、初版は1932

(昭和7)年)。他の教科書にこれほどの類似点を有するものは皆無で、ある O
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そこで、この教科書と『読本」との類似点を詳しく見ていくことにする。

以下、この F速成日本語読本(上巻)JJ については r速成・上」と略記し、

下巻も取り上げる場合はこれを『速成J と略記する O

まず、『速成・上」の仮名遣いが先の『送り仮名法J に準拠しているか

どうか確認しておくと、これは表 2の通り、一部の誤植を除き完全に『送

り仮名法」に準拠している O 従って、『速成・上』は、その仮名遣いに関

して r読本」と特徴 Cを共有している O

加えて、『速成』が、他の 8種4H苦と決定的に異なり、かっ F読本』に

類似する点は、 d、即ち qCI国語対訳の存在であるO他の教科書には、中国

語対訳は一切なく、しかも、この r速成』の対訳は『読本」と同じく上下

二段組み(上段に日本語、下段に中国語対訳)で印脱されている O

また、「速成」は、上下二巻からなると言う点で、 T読本』の特徴aと共

通する O しかし、「速成』は、上巻では「読本』の特徴bとCを共有する

ものの、下巻ではひらがな漢字交じりの諜もあり、仮名遣いも後半では歴

史的仮名遣いを採用している。このような点から F読み'JJ との仮名遣い上

の類似は主に f速成・上』に認められると判断した。

さらに、 F読本」の会話形式についても、「速成・上」は全74課中51課が

会話形式、または読本的文章の後にその内容に関連した会話を加えた形式

を採用しており、前記特徴eを相当程度共有していると見てよい。

その上で『速成・上」の文法項目を見てみると、これらを中村 (2002a) 

で、行ったように鈴木.JlI瀬(1981) w日本語初歩」、川瀬・伊藤・小出・才

田(1990)w日本語中級1JJ及び111瀬・冨出・藤井(1996)"日本語中級IIJJ

(いずれも国際交流基金日本語国時センター)の文法項目に準拠して抽出

した場合、表3のようになり、その殆どが初級の項自であることが明らか

で、『達成・上」は『読本』と特般 lを共有するが、その配列は r読本」

と異なり、 F速成・上Jは T読本』よりも整序されたものであることが解る O

この点で r速成・上』は特徴hを共有しない。

そして、以上に述べた様々な類似点以上に『読本J と『速成Jが他の教

科書にない一致を見せるのは、特徴fの各課末尾の練習用の語棄の提示と

その体裁である O ここでは、紙面の都合上第 1課のみを対照するが、国 1

と国2を見比べれば、本文とそれに続く練習用語柔の提示の仕方の体裁の

酷似は一目瞭然であり、特に本文と練習用語棄との聞の区切り符号 '<>J
が完全に一致していることは驚かされる。
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表2・ r速成(上)~仮名遣いの『送り仮名法」との対応一覧

AA
一
に
Jυ

一
ρ
b
一々

i

一Q
U

一Q
J

中折|限(ナカオレボオ)[ナカオレボウ:⑬〕、大(オオ)キイ〔オホキイ:④〕、

チョオド〔チヤウド:⑪〕、円(エン) [ヱン:③〕

オヂイサン[(誤)→オジイサン⑤〕、伯父(叔父)(オジ)サン〔ヲ・ヂサン:

④・⑤〕、オ父(トオ)サン〔オトウサン:⑬〕、弟(オトオト)[オトウト

妹(イモオト) [イモウト:⑬〕

オハヨオ〔オハヤウ.⑬〕、エ(助詞) [へ:③〕、城内(ジョオ

ナイ:⑪〕、今晩ワ〔コンパンハ③〕、今日ワ〔コンニチハ
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281 商売(ショオパイ)(シャウパイ:⑪〕、農業(ノオギョオ)(ノウ・ゲフ:⑬・

⑬〕、銀行(ギンコオ)(ギンカウ:⑬〕、会社員(カイシャイン)[クワイシャ

イン:⑤〕、間存度(リョオガエヤ) Cリヤウ・ガヘヤ:⑬・③〕、番頭(パン

トオ) (パントウ:⑬〕

資イマス〔カヒマス.①〕

植エテ〔ウヱテ:③〕、大勢(オオゼイ)(オホゼイ:④〕、野球(ヤキュウ)(ヤ

キウ:⑪〕

オハイリ〔オハヒリ:①〕、月曜日(ゲツヨオピ)(ゲツエウピ:⑬〕、詐娩(サ

クパン(ユウベ)) 

青(アオ)イ〔アヲイ:③〕、何回(ナンカイ)Cナンクワイ:⑤〕、八日(ヨオカ)

、十日(トオカ)(トヲカ:④〕、陽暦(ヨオレキ)(ヤウレキ:⑬〕

咋日(キノオ) (キノウ:⑬〕、今日(キョオ) (ケフ:⑬〕、~デショオ〔デセ

ウ:⑪〕、 ドオ〔ドウ:⑬〕、一昨日(才トトイ) (ヲトト・ヒ:④・①〕

ーマショオ〔マセウ-⑬〕、オベントオ〔オベンタウ-⑬〕、夕方(ユウ芳、タ)

〔ユフガタ

ウ⑬〕、砂糖(サトオ) (サタウ:⑬〕、塩(シオ) (シホ:④〕

公園(コオエン) (コウ・ヱン:⑬・③〕、郵便局(ユウピンキョク) (イウピ

ンキョク:⑪〕、病院(ピョオイン) (ピャウ・ヰン:⑬・①〕

ドロボ、オ〔ドロボウ:⑬〕

オ使イクダサイ〔オ使ヒク夕、サイ:①〕、洋行(ヨオコオ)(ヤウ・カウ:⑬・

⑬〕

50 I合(アワ)セテ〔アハセテ:③〕、領収証(リョオシュウショ(誤)→リョウシュ

ウショオ)(リャウ・シウショ:⑬・⑭〕、小為替(コガワセ)(コガハセ:③〕、

料金(リョオキン) (レウキン:⑪〕、電報(デンポオ) (デンポウ.⑬〕

円

i
A
A
τ
 



51 1孫文祥(ソンブンショず) [ソンブンショウ:⑬〕、大同学校(ダイドオガッ

コウ)[ダイドウ・ガク・カウ:⑬・⑮・⑬〕、ムズカシイ〔ムヅカシイ:⑦〕、

思イマシタ〔オモヒマシタ:①〕、ーヨオニ〔ヤウニ:⑬〕、勉強(ペンキョオ)

〔ベンキャウ:⑬〕

521金票(キンピョオ) (キンベウ

531寒ソオ〔寒サウ:⑬〕、チジメテ〔チヂメテ:⑥〕、廻(マワ)ッテ〔マハッテ:

③〕

541デアイマシタ〔デアヒマシタ:①〕、渡ロオト〔ワタロウト:⑬〕、トオトオ

〔タウ・トウ:⑬・⑬〕

551玉濁黍(トオモロコシ) [タウモロコシ:⑬〕、大豆(ダイズ) (ダイヅ:⑦〕、

小豆(アズキ) (アヅキ:⑦〕、工業(コオギョオ) (コウ・ゲフ:⑬・⑪〕
F
h
U
 

F

ヘυ

571 -

581朝顔(アサガオ) (アサガホ:④〕

日9 m塁(;¥.:L)一[J\~三:@J 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
601見舞イ〔ミマヒ:①〕、頭痛(ズツウ) (ヅツウ:⑦〕

61 1明晩(メョオパン(誤)→ミョオパン) (ミャウパン:⑬〕、ウカガイマス〔ウ

カガヒマス①〕

6Z-r副長存主主るジ)(子J話予:@J，五言Jiぶギ平瓦主語元日[ヲヴ王手三
ガカリ:⑤〕、上手(ジョオズ) (ジャウズ:⑬〕

631オ構イナク〔オカマヒナク:①〕

641ヤワラカ〔ヤハラカ:③〕、コワレマス〔コハレマス:③〕

651 洋服(ヨオフク) (ヤウフク:⑬〕、道理(ドオリ) (ダウリ:⑬〕

661廊下(ロオカ) (ロウカ:⑬〕

67 

681 

691急(キュウ)ニ〔キフニ:⑬〕、ホントオニ

〔ツヅキマスネ-⑦〕

701ニワカニ〔ニハカニ:③〕、遠(トオ)クエ〔トホク・へ:⑬・③〕、ーシマイ

マシタ(補助動詞) (シマヒマシタ:①〕、向コオ〔ムカフ:⑬〕

十H三揃(ヒトソロイ) (ヒトソロヒ
731来rr京(シンキョオ) (シンキャウ:⑬〕、オカワリ〔オカハリ:③〕、アイカワ
ラズ〔アヒ・カハラズ:①・③〕、ツズケテ〔ツヅケテ:⑦〕、中(モオ)シテ

〔マウシテ:⑬〕

凡T蚕tH両;一一{元三元:手 3;t) (元云云干ギ示面J"一三子百日下手託手瓦)[-サ;→
ンチャウメ:⑬〕、劇場(ゲキジョオ)[ゲキヂャウ:⑪〕、三郎(サブロオ)[サ

ブラウ:⑬〕
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表3・ f速成(上)J抱出文書草一覧

E諜 [文 型

11-ワ(主題)、 Nデス、ナン(疑問詞)、コレ、ーカ(終助詞)、身体部位名称、

名詞丈、疑問調疑問文

2 Iソレ∞コレ

3 Iハイ、イイエ、疑問丈

41-ガ(主格)、アリマス、ナニ(疑問詞)

5 1アリマセン

6 tイマス、イマセン、動物名称

7 1-モ

8 t ダレ、 N1ノN2(所有)、 Vマス形、チガイマス、動詞:文

9 Iココ0 ソコ∞アソコ

10 tアレ(<:>コレ/ソレ)、 Vマセン、 Vマシ夕、 Vテ形、 Vテクダサイ、シリ

マセン

lllV可能形、~サン、イッショニ、 V命令形(ーナサイ)、イadj.副詞化

121コノN、ート(ヲi用)

131 Nオ(対象)十Vt、 ドオ

141 Nノ前/後/トナリ、アノN、 ドノN、ナンニモ十否定形

151 Nノ上/下/中/右/左/ヨコ、~ニ(場所)、 N1トN2(格助詞・並立)、 N1ニ

N2ガアリマス
16一二一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

171シマス、ーデ(方法・手段)、ナadj.十ニナリマス

181 V c1. f.、~カラ(接続助詞・現白人 Vd.f.十コトガデキマス/デキマセン、

Vタ形、ータラ、歩ク

i訂Y子正予れ副長治子)，一{ilJ丈一子デヨ、亨ジ子子五一1長一詞副長p]r二A/
-;j:jJ、ミンナ、 Vテイマス(状態継続)、~デ(限度)、 Vテイキマス(移動)、

マダ

20子ニヲ長ごJF干(謀議掛:チリガて下示三二千正子丈一千瓦示子長
211 Nガ女子キデス/嫌イデス、ワ ガ構文、 Nワドオデスカ

221 Nガ(現象文主格助詞)、一二(目的)、ソレカラ

231ーニ(帰着点)、 V1テV2(順次動作)、行キマス

241イクラ(疑問詞)、クダサイ、助数詞「↑!日/銭j

251ドンナN、イ adj.十ノ(準手本助詞)、如何、 Vマセンカ、千 adj.+デス(イ

形容詞文)、ゴザイマス、助数詞「円」

26 tーワ(対比・対照)、親族呼称、 N1デN2デス

271オハヨオゴサ、イマス、ーエ(方向)、コンパンワ、 Vテキマス(移動)、今日

ワ

2sTÿ-子三:干支li玩~ • m設業j;}tIYNi(面広j
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291見エマス∞見エマセン、間コエマスo聞コヱマセン

301 V tテアリマス、大勢、スポーツ名称

311何時、ーカラ、~マデ(時間)、 NlノN2(同格)、マイリマス、曜日、週、

昨晩/明晩

321 NlノN2(動作対象)、何回、月の数え方

341 Nニナリマス、 Vマショオ、イ adj. クナリマス

35 i j主体修飾節、~ノ(連体{1i5T.部内主格助認)、四季名称

361ドチラ(方向)、疑問詞節、 Nトユウノハ(I) (※) 

371 VlテV2(V2の状態Vl)、ーオ(通過点)、 Vテカラ(接続助詞、順次動作)、

381 通jレ

ゴザイマス、 Nニシマス、オ願イシマス、 Vタイ、ーノデスガ

~ト思イマス、 Vcl.f.十ヨオニナリマス、モオ

ーナラ、少シ

ソオ(検態)、 Nデモ

イクツ、ーツー十

一ト(接続助詞)

ソオ(伝間)、アマリ~否定形

オ~ナサイマス、ウカガイマス、 Vd.f.十ダロオ

62 Iー

ハU戸、υ



63 

64 

65 

66 

671 -

~~n証言語31E::::JJJJ:::
691一

701-カモシレマセン、 Vテ来ル(変化)

711 -!¥ヨイ

721ート(異河の蒸準)
731 I-Vタ形十NJの達体修飾、~ノデ、連用中止(I)、中中(ナカナカ)一否

定形(1)
瓦 Fr:JV会長三王子Y3:t元 一一一一一一一一

ーマデ(場所)、 Vタイト思イマス(1)

何カ、ーガ(逆接)、ーパ、一時(トキ)

ドナタ

Vlタリ V2タリシマス

(※) (I)は r日本語中級 I の項目を表す。
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「速成・上J

以上の類似点に対し、教科書本丈の方はどのようになっているであろう

か。これについては、同一あるいは類似する本文を抽出し、表4にまとめ

たげ速成』のひらがな書きは原文のまま)。その数は15笛所であり多いと

は言えないが、それで、も『読本」が r速成」の一部を参照していると見る

ことはでき、しかも、一部の本文の類似が r速成』下巻との聞にも見られ

るO ここから、表記・仮名遣いは『速成・上」に準拠しつつも、 rt完本J

全体の構想、段階に於いては r速成』全体を参損し、その中から利用(転用)

可能なものを取捨選択したと考えることができる。
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以上の諸考察から、 F読本』は、少なくとも仮名遣い・構成・体裁に関

して r速成・上』を範型とし、また本文に於いても一部 r速成J を参照し

ており、総体的に T速成・上」を雛形とすることによって編纂されたと推

定される。これを以て本節で得られた知見としたい。

表4. r読本』と『速成Jの本文類似一覧

巻:課 f読本」本文 巻;課 "J!成』本文
「タイヘンアタタカクナリマシタ。」 下:25 「大変暖かになりました。」

~: 2 「ノ、ナガサキマシタ。」…(中略)・・ 下:25 「たんl宮、の花が美しく咲きました。」
「チヨオヤハチカ、トンテ、イマス。」 「蝶々がひらひらと飛んでいます

「コレワナンテ、スカoJ rコレワホンデ 上 2 「ソレワナンテ、スカ。J rコレワカミデ

ス。」 ス。」

一:10 「ナニオシァイマスカ。J rシゴトオシ 上:28 「アナタワ何オシァイマスカ。J r私ワ

テイマスoJ 商売オシテイマス。」

-; 16 「オ邪魔シマシタ。J rソレデワ又オ 上:20 [オジ、ヤマシマシタ。オイトマイタシマ

出下サイ。」 ス。Jrソレデワ、マタオ出クダサイ。」

一:21 「オ父サンワ家ニイマスカ。J r今、 下， 18 「オ父サンワイフツシャイマスカ。Jrィ、
留守テrス。Jr何処エ行キマシタカ。」 エ、只今慣守デコ、ザイマス。J rドチ

ラエイラァシャイマシタカ。」

-: 22 「街i免下サイ。J rイフッシャイマセ。」 上:72 rj;l:11免下サイoJrイフツシャイマセ。」
「靴オ見セテ下サイoJ rドオゾゴ覧 「シャツオ見セテ下サイ。J rドオゾ

下サイ。」 ゴラン下サイoJ

-: 27 「ナイフオ貸シァ下サイ。」 上 44 「ナイフオ貸シァ下サイ。」

-: 33 「コノ背広ノ洋服オ着タ人ワ誰デス 上 65 「白イ着物オ着ァイルノワドナタデス

カoJ rソレワ私ノ従兄デス。」 カ。J rソレワ、 fl，ノ従弟デス。」
~: 35 「ト寸オシァ火事ニナツタノデスカ。Jr煙 下 44 「ドオシァ火オH:¥シタノデショオ。」

本ノ火カラ附イ夕、ノオデス。」 ..(中略)…「煙草ノ火カラデモ出タ

ノデFショオ。」

-; 40 「涼シイ風力吹イァ米マシタ。」 T; 25 「もお夕立が止んじ、涼しい嵐が

吹いて来ましたoJ

-， 48 「オnl!iイタシマス。J .•. (中略)…「ソ 上 20 「オシ、ヤマシマシタ。オイトマイタシマ

レデワ又オ出下サイoJ rアリガトオゴ ス。J rソレデワ、マタオ出クダサイoJ

ザイマスoJ 「アリガトオゴザイマス。」

J6lh仙川ンガドオゾオ 下 6 「何モアリマセンガ、ゴ、ユックリオア

ヒリ下サイoJ rソレデワ、遠慮ナク ガリ下サイ。」…(中目的…「エンリョ

イタダキマス。」 ナク、イ夕、イテイマスoJ

一-:6 「オ口一合ウモノガアリマセンデ御 下 6 「オロニ合ワナイデショオガ、ドオゾ
気ノid言デス。」 オアガリ下サイ。」

=: 35 「高イデスネ、モオスコシマカリマセ 下 8 「中々高いですね。少しまかりませ
ンカ。J r私共ノ庖ワ、全部正札付 んか。J r正札附ですから、まかりま

キデ、掛値無シテ、コ、ザイマス。」 せん。」

ワ
μにヨ



5.2 r速成・上J選択の背景に関する考察

前節の推定に対し、ではなぜ『速成・上』が選ばれたのかという疑問が

呈されるであろう O 本節では、この疑問に答えることを目的としたい。

その解答は、 F速成・上』がまさしく“速成"を目的とした教科書であっ

たからに他ならない。そして、この“速成"を具現化する要件が、前節で

着目した、他の教科書にはない対訳付きという特徴であり、「読本』は“速

成"を目的とした教科書たるべく「速成・上』をその範型とし、対訳を付

したのである。では、なぜ F読本」は“速成"を目的とした教科書でなけ

れば/にならなけれなばならなかったのか。

それは、まさに『読本J が宣撫斑編纂の教科書だ、ったからであり、宣撫

工作の一環としての日本語教育に適したものである必要があったからであ

る。これは、宣撫工作のあり方を考えてみれば理解できる。宣撫工作ある

いは宣撫班にはこつの形態があった。一つは「従軍宣撫(班)Jであり、

もう一つは「定着宣撫(班)Jである。岡本(1982: 34) によれば、「前者

は、戦闘しながら進撃する部隊に従い、情報収集、部隊の必要物資や人夫

のあっ旋(華北では徴発や掠奪を厳禁して、必ず代価(軍票)を支払って

住民から提供させた)、日本出兵の真意の宣伝などが主任務であった。後

者は、中国軍退去後の一定地点に止まって、前者の任務のほか、戦争を避

けて逃れた住民を呼び戻して生業に就かせ、家や職のない者の収容、救済、

傷病者への施療施薬、地元有識者を選んで治安維持会を組織して治安の凶

復と行政の復活を留り、学校の開設、住民の苦情処理などに当たった。」

とされている O

このような宣撫活動の一環として占領地住民に対して日本語教育を実施

する場合、定義宣擬ならある程度継続して授業時間数を確保できるが、従

軍宣撫の場合には、移動する日本軍部隊に同行するため、長時間同ーの占

領地に留まることが難しい。そこで、従革宣撫に於ける日本語教育では、

どうしても短期間に教える/覚えさせる必要が生じてくる。このような、

従軍宣撫という宣撫工作の形態が“速成"を目的とした教科書の必要性を

生ぜしめ、そのための教科書づくりの範型として同じく“速成"を目的と

した教科書令であり、かつ中国語対訳付きで、しかも歴史的仮名遣いに比べ

て暗記するのに負担の少ない表音式仮名遣いを採用している『速成・上J

を選択させた、と考えることができる O

「速成・上』が参照された背景は以上のように思量される O
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6. r読本」の性格について

これまでの論述から推定された成立史的知見を元に F読本』の性格を考

察するならば、再説することになるが、 r読本』は、“速成"という特徴の

下にまさに宣撫班の工作を具現化する教科書であることが挙げられる O 勿

論、ここで言う“速成"は、「中国語対訳に全面的に依存した形での効率

的な学習J を意味しているものであることは言うまでもない。

ただ、そのような性格の故に、 rz完本」は、語学的側面に対する配慮が
ほぼ全く為されず、中村 (2002b)で考祭したように、丸暗記式学習法に

頼る戦前・ i戦中期の何らかの先行中国語教科書の焼き直し(借用・改変)

に過ぎなかった。このことは国らずも r読本』という教科書の(日本側か

ら見て)一種“皮肉な"特徴を浮かび上がらせることになる。それは、占

領地の中国人工寄ってみれば敵方の人間に対して行われる日本語教育の教

科書でありながら、中国語という敵方の言語の教科書の枠組みを惜用しな

ければそれが成り立ち得なかった、ということである O

F読本』は、上述のような(i )宣撫工作への明確な意圏と、(ii )先行

中国語教科書の“皮肉な"焼き直し、というこつの流れの合流点に出現し

た教科書であり、このこつを統ーできなかったことが、中村 (2002a 

107-108)で述べたように、後の第三版で語学の教科書という性格を押し

のけるかのように「日本の帝国主義的イデオロギーの視覚的プロパガンダ

の道具」という性格が付与されることに繋がっていったと考えられる O

T読本』の性格とは、以上のようなことに集約されよう O

7. おわりに一今後の課題一

本章では、これまでの考察を踏まえて、今後の課題を述べておく O

第一に、宣撫班のB本語教育、特に教科書編纂に関する方針の再考であ

る。守完本J に関する前述の結論から当然導き出される疑問として、では

なぜ宣撫班は f速成・上J を参照し、何らかの中国語教科書:の焼き直しま

でして f読本」を作る必要があったのか、が間われる O なぜなら、前述の

『読本』作成過程から考えれば、 r速成・上』を教科書として採用する方

が遥かに労力が少ないことは明白だからである。

第二に、 r読本』作成構想、に於ける F速成」の参照の度合いの再考である。

既に見たように、 F読本』は形態的には『速成・上」を雛形としているも

のの、本文に関しては r速成』下巻も参照したことが窺える O そして、「巻

EA件
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二」がその「緒言」で「本書ワ今後逐次、巻三、巻四ト発行スル予定デア

ル。」と書いていることを勘案するならば、『読本』執筆者の中には、「巻コ

「巻二二」を「速成・上J を範型として成立させたのと同様に、『速成J 下

巻を参照して F読本~ i巻三J i巻回」を執筆しようとし寸構想、があったの

ではないか、という推測も成り立つ。

ーに、「速成』以外の先行教科書との比較対照である。これはさらに、

先行する日本語、及び中国語教科書との対照という二面を含む。特に日本

語教科書♂については、本文の借用という点に関して F速成』以外にも参照

元となった教科書が存在する可能性がある。このような対照は、ある面で

は「他人の空似」の域を出ぬものであるかも知れないが、 F読本』の成立

史推定、就中執筆者の特定を目標とするならば探索の範囲を拡大しておく

という意味で顧慮されて然るべきものであろう。

以上三点を今後の課題として、『読本J と先行教科書との関連調査を推

し進め、『読本」成立過程と、宣撫説、並びに華北占領地に於ける日本語

教育の実態、及び性格を解明することが緊要であると筆者は考える O

付記:

小論は平成18年度文部科学省科学研究費碁盤研究 (B) i第二次大戦期日

本語教育振興会の活動に関する再評価についての基礎的研究J (課題番号

18320085、研究代表者・長谷川恒雄)による研究成果の一部である O

註:

1 )これに対して、教育組織ではなかった宣撫班にそのような人材がいた

かどうかを疑問規する見解もあろうが、例えば、国語科教員から応召
まさふみ

されて兵員としてピルマ人向け教科書を独力で作成した草薙正典〔筆

名じっこくおさむ〕の例もあることから、教員経験者や師範学校卒業

生の宣撫宮が『読本J執筆に当たった可能性なども考えられる O

2 )原文では、縦書きのため繰り返し符号が飽われているが、小論では

横書きのため「ひらひら」と表記した。
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Ap出。lo~calstudy of“民地ongoKai問Tokuhon"edited by the ]apanese Military Placation Squad 

…A comparison with textbooks edited by the South Manchurian Society of Education -

NAKAMURA， Shigeho 

This paper investigates， through a comparison with textbooks edited by 

the South Manchurian Society of Education (SMSE)， the origin and 

characteristics of the “NiPpongo K，ωωa Tokuhoη(Reader for Japanese 

Cωwersatωn)"巴ditedby the ]apanεse Military Placation Squad. Through 

this comparison， it was found that this textbook was edited according to the 

rules for the use of SMSE kana; the existence of a Chinese tr呂nslation，and 

the structure as well as the usage of symbols show that“Sokusei Nψ'pongo 

Tokuhon (Short-Course Reader in Japanese)"， the first book， is thought to be 

the origin basεd upon“NiPpongo Kaiwa Tokuhon" among the textbooks edited 

by SMSE. 

Furth巴rmore，this comparison found the following three characteristics of 

“NiPpongo Kaiwa Tokuhon" 

1) it was a short-course textbook su山 blefor placation activities， especially 

thos巴heldwith a military unit. 

2) it was “ironic" that it borrowed its fra日間workfrom textbooks of Chinese 

(an enemy at that time) 

3) it served as a “visual propaganda" tool afterwards， because the above 

two points were contradictory as a language-textbook 

F、inally，as future research issues， re-consideration of the editorial policy 

of Placation Squad textbooks， the influence of “Sokusei人lippongoTokuhon" 

on “NiPpongo Kaiwa Tokuhon'¥and a comparison with other textbooks are 

needed 
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